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　　　－日本の食卓　改良と技術で守ります－
　　　～小さなタネから大きなウシまで～



（１）３元交配（ＬＷＤ）の雌系母豚として利用されるランドレース種（Ｌ）について、

　　以下を目標として、令和２年度までに作出した種豚群を元に交配・選抜を繰り返し

　　ながら、種豚の繁殖能力の改良に取り組んでいます。

　　　・令和７年度までの改良目標：１腹当たり育成頭数　おおむね１１．２頭

（２）同じく大ヨークシャー種（Ｗ）について、以下を目標として、令和２年度までに

　　作出した種豚群を元に育種素材の外部導入や交配・選抜を繰り返しながら、種豚の

　　繁殖能力の改良に取り組んでいます。

　　　・令和７年度までの改良目標：１腹当たり育成頭数　おおむね１０．８頭

　茨城牧場では、３元交配に利用される３品種(ランドレース種、大ヨークシャー

種、デュロック種（Ｄ））及び希少種（ヨークシャー種)について、種豚及び精液の

生産・供給を行っています（3品種は、純粋種豚生産に利用する場合のみに限定。）。

デュロック種 ヨークシャー種

１ 高繁殖能力群（ランドレース種、大ヨークシャー種 ）の作出

２ 種豚及び精液の生産・供給

育種素材の導入では、
受精卵移植技術を活用しています。

大ヨークシャー種ランドレース種



・飼料・資材等は、全て消毒を実施してから場内に持ち

　込むこととしています。

・豚舎区域に入場する人については、一定の条件を満た

　していることを確認の上、シャワー浴、全身更衣等を

　義務付けています。

・オーエスキー病、豚繁殖・呼吸障害症候群等の抗体検

　査、細菌検査等を定期的に実施しています。

　当場ではJGAP認証を取得しており、食の安

全や畜産業の持続可能性を確保するための取

り組みを通してSDGsに貢献しております。

車両消毒の様子

　当場では、以下の入場条件、検査体制等を整え
ることにより、豚の伝染性疾病の侵入防止を図っ
ています。

細菌検査の様子

　アニマルウェルフェアに配慮した飼養管

理方法を普及するため、母豚により良い環

境を提供するための研究を実施しておりま

す。

　母豚に巣材として麻袋を提供することで、

分娩時のストレスが減ることを明らかにし

ました。

JGAP認証の取得

アニマルウェルフェアに配慮した飼養管理



昭和３４年（１９５９年）
 　農林省大宮種畜牧場豚検定課として発足
昭和３６年（１９６１年）
 　農林省大宮種畜牧場種豚課に改称
昭和３８年（１９６３年）
 　農林省大宮種畜牧場茨城支場に昇格
昭和４０年（１９６５年）
 　農林省白河種畜牧場茨城支場と改称
平成２年（１９９０年）
　農林水産省家畜改良センター茨城牧場に改組
平成１３年（２００１年）
　独立行政法人家畜改良センター茨城牧場に改組
平成２１年（２００９年）
　家畜改良センター長野牧場が当場の支場となる

東京方面から列車利用
　ＪＲ東北新幹線・宇都宮線
「小山駅」から水戸線乗換え
「玉戸駅」下車、車で１０分
取手方面から列車利用
  関東鉄道常総線
「大田郷駅」下車、車で１０分   
自家用車利用
  東北自動車道

「佐野藤岡ＩＣ」から車で６０分
  常磐自動車道
「谷和原ＩＣ」から車で６０分

　来場を希望される場合、事前に電話で御連絡ください。
　なお、１週間以内に、養豚・食肉関連施設、家畜の疾病を扱う研究室等に立ち入っ
た方及び海外渡航された方については、入場をお断りしています。
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